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1959年 北海道生 まれ。カ リフォルニア大学大学院地理
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源の持続的管理な ど。大雪山国立公園を中心 に、山岳

国立公園 の自然環境 管理問題 に興 味 をもっ。近著 に
「登 山道の保全 と管理」(古今書院)。

(ひらかわ かずおみ)
北海道大学大学院地球環境科学研究院教授。
1971年 に十勝平野、日高山脈、大雪山で自然の観察 ・

調査 ・研究 を始めて以来、ずっ と北海道 の自然が 黙我
が師"で あった。 その後 スイス、 ドイツ、南極、北極、

熱帯高 山 ・低地、中央ア ジアなどを経験 して きて、定
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土 栄 拓 真 ・渡 辺 悌 二 ・

「

要
旨自

然
を
観

察
し
、
学
び
な
が
ら
登
る
「知
的

登
山
」

が
さ
か
ん

に
な

っ
て
き
て

い
る
が
、

い
ま
だ

に
大
多

数

の
登
山
者

は
身
体
的

・
精
神
的
健
康

を
求

め
て
山

に
行
く
。
地
形

・
地
質

・
土
壌

の
多
様
性

(ジ

オ
ダ

イ

バ
ー

シ
テ

ィ
)

を
解
説
す

る

「
ジ
オ

・
ツ

ア
ー
登

山
」
は
、

「知
的
登
山
」
の

一
部
と
し

て
位
置

づ
け
ら

れ
る
。
本
稿

で
は
、
実
施
数
が
少
な

い

「ジ

オ

・
ッ

ア
ー
登
山
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
大
雪
山

の
噛
ジ
オ
・

ツ
ア
ー
登
山
」
の
現
状
を
簡
単

に
紹
介

し
た
う

え
で
、

[ジ
オ

・
ツ
ア
ー
登
山
」

の
可
能
性
と
自

然
保

護

上
の

問
題
点

に

つ
い
て
述

べ
る
。

は

じ

め

に

人
は
何

の
た
め
に
登
山
を
す
る
の
で
あ

ろ
う

か
?

日

本
山
岳
会

の
宮
下
会
長
は
、
同
会

の
機
関
誌

『
山
』

の
本

年

一
月
号

に
年
頭

の
挨
拶
文

を
寄

せ
て
い
る
。

そ

の
文

に

は
、
日
本
山
岳
会
が

「
登
山

(
の
実
践
)
を
通

じ

て
あ
ま

ね
く
体
育
、
文
化
、
自
然
愛
護

の
高
揚
を

は
か

る
と

い
う

目
的

か
ら
少

し
ズ

レ
て
い
て
、
よ
り
広
範

の
人

々
に
よ

っ

て
支

え
ら

れ
る
健
康
登
山

に
重
心
が
移

っ
て

い
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

日
本
山
岳
会

に
は
、
小
泉
武
栄

(東
京
学
芸

大
学
)
が
長
年

に
わ
た

っ
て
提
唱
し

て
い
る

鯛知

的
登
山
」

を
実

践
し
て

い
る
人
が
多

い
。
「
知
的
登
山
」
は
、
単

に
ピ
ー

ク
を
目
指

す
だ
け
の
登
山

で
は
な
く
、
自
然
を

観
察
し
な

が
ら
登
る
、
学
び

の
登
山

で
あ
る
。
小
泉

は

"
ジ

オ
ダ
イ

バ
ー
シ
テ

ィ
"

と

い
う
用
語
を
ま

っ
た
く
使

っ
て

い
な

い

が
、

『山

の
自
然
学
』

(
]
九
九

八
)
を
は
じ
め

と
す
る
彼

の
著
書

に
は
登
山
と
ジ

オ
ダ
イ

バ
ー
シ
テ

ィ
の
関
係

が
よ

く
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
小
泉

(
一
九
九
八
)
は
日
本

の
五
〇

の
山

の
な

か
で
北
海
道

か
ら
六

つ
の
山

・
山
域

を

選
び
、

そ
の
地
学
的
重
要
性

に

つ
い
て
解
説
を

お
こ
な

っ

て
お
り
、
多

く
の
啓
蒙
書

や
山
岳
団
体

の
会
報

(た
と
え

ば

『登
山
時
報
』
)
な
ど

で

「知
的
登
山
」
の
魅
力
や
重
要

性

を
市

民

に
伝
え

て
い
る
。

こ
う

し
た
努
力
に
よ

っ
て
、

中
高
年
層

を
中
心

に
小
泉

の

"
フ

ァ
ン
"
が
増
え
、
単

に

ピ
ー
ク
を
目
指
す
だ
け

の
登
山

で
は
な
く
、
自
然
を
観
察

し
な
が
ら
歩

く

「
知
的
登
山
」

に
興
味
を
も

つ
人
が
増

え

て

い
る
。

し
か
し
、

い
ま
だ

に
大
多
数

の
登
山
者
は
ピ
ー
ク
を
目

指

し
た

「健
康
登
山
」
や
日
常
生
活
を
忘
れ
る

蜘
ス
ト

レ

ス
解

消
登
山
」
を
行

っ
て
お
り
、
小
泉
が
提
唱
す
る

「知

的
登
山
」
の
実
践
者

の
絶
対
数
は
少

な

い
。

こ
の
傾
向

は
、

い
わ
ゆ
る

呵
百
名
山
登
山
」

に
お

い
て
も
強
く
あ
ら
わ
れ

て
お
り
、

ツ
ア
ー
登
山
を
は
じ
め
と
す
る
集
団
登
山

に
お

い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

本
稿

で
は
、
登
山
ガ
イ
ド
を
職
業
と
し
て
い
る
土
栄

と
、

登
山
グ

ル
ー
プ

に
対

し
て
氷
河
地
形
や
国
立
公
園
管
理
な

ど

の
解
説
を
行

っ
た
経
験
を
も

つ
渡
辺

・
平
川

(た
と
え

ば
井
上

ほ
か
二
〇
〇

三
)
が
、
大
雪
山
国
立
公
園

に
お
け

る
ツ
ア
ー
登
山
を
例

に
と
り
あ
げ

、
[
ジ
オ
・
ッ
ア
ー
登
山
」

の
現
状
や
将
来

に
つ
い
て
、
自
ら

の
経
験

に
も
と
つ

い
た

議
論
を

お
こ
な
う
。
本
稿

で
ツ
ア
ー
登
山
に
焦
点

を
あ

て

て
議
論
を
行
う
理
由

は
、

ツ
ア
ー
登
山

に
は
ガ
イ
ド
が
同

伴

す
る
た
め
で
あ
る
。
登
山
者
が
地
形

・
地
質
や
動
植
物

に

つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
可
能

に
な

る
の
は
、
ガ
イ
ド
の
解

説

に
よ
る
こ
と
が
多

い
。
も

ち
ろ
ん
個
人
で
も
ガ
イ
ド
を

伴

っ
て
登
山
を
す
る
人
が

い
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、

ガ

イ
ド
か
ら
自
然
解
説
を
受
け
る
の
は
ツ
ア
ー
登
山
者

が
圧

倒
的

に
多

い
。
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二

「
ジ

オ

・
ツ

ア

ー

登

山

」

と

は

本
稿
が
扱

う
ツ
ア
ー
登
山
と

は
、
旅
行
業
者

が
主
催
ま

た
は
手
配
し
、
ガ
イ
ド

に
引
率
さ
れ
た
、

一
定
人
数

(通

常

一
〇
～

五
〇
名

の
こ
と
が
多

い
)

で
構
成

さ
れ
た
集
団

か
ら
な
る
登
山
を
指
す
。

ツ
ア
ー
登
山
は
必
ず
し
も
自
然

観

察
を

口
的

の

一
部

あ
る

い
は
す

べ
て
と

は
し

て
お
ら

ず

、
こ

の
点

で
後
述

の

哨
ジ
オ

・
ッ
ア
ー
登
山
」
と
は
異

な
る
。

ジ
オ

・
ッ
ア
ー
は
、
参
加
者

が
集

団
で
も
個
人

で
も
成

立

し
、

ま
た
ガ
イ
ド

の
引
率

な
し
で
も
成
立
す

る
が
、
地

形

・
地
質

(化
石

・
岩
石

・
鉱
物

を
含

む
)
・
土
壌
や
、

そ

れ
ら
の
形
成
プ

ロ
セ
ス
と
、

そ
れ
ら
の
多
様
性

(ジ
オ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
)
を
観
察

・
学

習
対
象

と
し
た

ッ
ア
ー
と

い
え
る
。

日
本
自
然
保
護
協
会

の

エ
コ

・
ツ
ア
ー
と

エ
コ

・
ツ
ー

リ
ズ

ム
の
定
義

に
従

っ
て

「
ジ
オ
・
ツ
ア
ー
」
と

ー
ジ
オ
・

ツ
ー
リ
ズ

ム
」

の
定
義

を
考

え
る
と
、
「
ジ
オ

・
ツ
ア
ー
」

と

は
、
四参
加
者
が
地
形
や
地

質
を
理
解

し
、
鑑
賞
し
、
加

え

て
そ
れ
ら

に
関
す
る
倫
理
観
を
向
上
さ
せ
る

べ
く
、
自

然
地
域

の
な

か
に
お

い
て
、
環
境

・自
然

(景
観
)
・地

形
・

地
質
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
適
切
な
人
数
の
参
加

に
よ

る

ツ
ア
ー

の
形
態

」
を
さ
す
。

「ジ

オ
・
ッ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、

こ

の
よ
う
な
形
態

の

用
ジ
オ

・
ッ
ア
ー
」
が
繰
り
返
し
行

わ
れ
る

こ
と

に
よ
り
、
地
域

の
自
然
と
文
化

の
保
護
、
地

域

経
済

に
貢
献

す
る
社
会
的
し
く

み
が

つ
く
ら
れ

る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
は
単

に
旅
行
者

の
自
覚

や
旅
行
業
者

の
工

夫

だ
け
で
達
成

さ
れ
る
も

の
で
は
な

い
。

[ジ

オ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
は
、
単
独
あ
る

い
は

エ
コ

・
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
リ

ン

ク
し
て
実
施

さ
れ
る
。

「
ジ
オ
・
ツ
ア
ー
」
が
登
山

の
形
態
で
行

わ
れ
る
場
合

を

「ジ

オ
・
ツ
ア
ー
登
山
」
と
呼
ぶ
。
北
海
道

で
は
、
有
珠
山

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で

■
ジ
オ

・
ツ
ア
ー
」
が
行
わ

れ

て
い
る
が
、
「
ジ

オ
・
ツ
ア
ー
登
山
」

の
実
施

は
後
述

の

よ
う

に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
小
泉

の

「知
的
登

山
」

の

一

部
も

[ジ

オ

・
ツ
ア
ー
登
山
」
と
考

え
て
よ

い
。

三

大

雪

山
国

立

公
園

に
お

け

る

ツ

ア
ー
登

山
と

「
ジ

オ

・
ツ

ア
ー
登

山
」

の
現

状

大
雪
山
国
立
公
園
で
は
、

ど
れ
く
ら

い
の
ツ

ア
ー
登
山

が
行

わ
れ

て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
三
年

に
実
施

し

た
調
査

で
は
、
七
月
と
九
月
に
明
瞭
な
ピ
ー
ク

が
あ

る

一

方

で
、

八
月

に
は
ほ
と
ん
ど
ツ
ア
ー
登
山
が
な

い
こ
と
が

わ
か

っ
た

(土
栄

二
〇

〇
四
)
。
表
大
雪
山

で
は
、
裾

合
平
・

高
原
沼

・
黒
岳

に
ツ
ア
ー
登
山
が
集
中

し
て

い
る
が
、
裾

合
平

で
は
七
月

に
ツ
ア
ー
登
山
者
が
多

く

(全

体

の
三
、

四
割
が

ツ
ア
ー
登
山
者
)
、
高
原
沼

で
は
九
月

に
集
中

し
て

い
て
(同
六
割
)
、
黒
岳

で
は
七
月
と
九
月

に
ツ

ア
ー
登
山

者
が
多

い

(同

二
割
強
)
。

筆
者

の

ひ
と
り
土

栄
が

大
雪
山

で
引
率

し

て

い
る

ツ

ア
ー
登
山
グ

ル
ー
プ

は
、
本
州
な
ど
の
旅
行
業

者

か
ら

の

依
頼

に
よ
る
も

の
と
、
土
栄
が
所
属

す
る
会
社

(山
楽
舎

B
E
A
R
)

に
直
接
申
し
込
ん
で
く

る
も

の
と

が
あ
る
。

い
ず

れ
の
場
合

に
も
、
大
雪
山
に
来

る
ツ
ア
ー

登
山
客

の

多

く
は
、
「
単
純

に
山

に
登
り
た

い
」
と

い
う
欲

求

で
や

っ

て
く
る
。
そ

の
う
え

で
[
な
ぜ
、
大
雪
山

に
来

た

の
か
?
」

と
問
う

と
、
「高

山
植
物
が
み
た

い
か
ら
」
と

い
う
答

え
が

も

っ
と
も
多
く
返

っ
て
く
る
。
筆
者
ら

の
研
究

室

が
か

つ

て
旭
岳
姿
見

の
池

周
辺
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

で

も
、

コ
局
山
植
物

鑑
賞

」
が
登
山

の
主
要
な
動
機

で
あ

る
こ

と
が
わ
か

っ
て

い
る
が

(渡
辺

・古
畑

一
九
九
八
)
、

こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お

い
て
は
、
地
形
、
地
質

、
土
壌

に

興
味
を
も

っ
て
登
山

に
来

た
人

は
ゼ

ロ
で
あ

っ
た
。
過
去

四
年
間

に
山
楽
舎
B
E
A
R
が
主
催
し
た
登
山
ツ
ア
ー
に

お
い
て
も
、
参
加
者
六
三
三
人

(延

べ
人
数
、
夏
山

の
み
)

の
な

か
で
地
形
、
地
質
、
土
壌
を
登
山

の
主
た
る
動
機

と

し
て
い
た
人

は
皆
無

で
あ

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
内

で
地
形
や
地
質

を
対
象
と
し
た

[ジ
オ
・
ツ
ア
ー
登
山
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
わ
け

で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
筆
者
ら
が
関
係

し
た
ツ
ア
ー
登

山
を
例

に
あ
げ

る
だ
け
で
も
、
札
幌

の
団
体
が
主
催

し
た

大
雪
山

や
日
高
山
脈

の
ツ
ア
ー
で
、
氷
河
地
形
や
周
氷
河

地
形
を
解
説

の

一
部

に
取
り
入
れ
た
登
山

が
行
わ
れ
た

こ

と
が
あ
る
。
山
楽
舎

B
E
A
R
が
引
率

し
た
ツ
ア
ー
で
も
、

こ
れ
ま
で
に

一
件

の
み
だ
が
、
植
生

の
解
説

に
加
え
て
大

雪
山

の
成

り
立

ち
に

つ
い
て
も
解
説

し
て
欲
し

い
と
い
う

要
望
が

ツ
ア
ー
会
社

か
ら
あ

っ
た
。
し

か
し
、

こ
う
し
た

一ジ

オ
・
ツ
ア
ー
登
山
」
は
、
ご
く

一
部

で
し

か
実
施
さ
れ

て
お
ら
ず
、
大
雪
山
国
立
公
園

に
お
い
て
も
と
う
て
い

一

懲で'鞠著面触謡よ

構造 土。

BEAR)。

大雪 山、 トム ラウ シ山の

撮 影:佐 久間 弘(山 楽舎

写真1
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般
的
と
は

い
え
な

い
の
が
現
状
だ
と

い
え
る
。

四

大
雪
山
に
お
け
る

山
」

の
可
能
性

写 真2近 くか らみた構 造土 。

撮 影:平 川 一一臣。

「
ジ

オ

・
ツ

ア

ー

登

す

で
に
述

べ
た
よ
う

に
、

二
〇
〇
三
年

の
調
査

で
は
、

裾
合
平
を
訪

れ
た
ツ
ア
i
登
山
者

の
割
合

は
、
登
山
者
全

体

の
三
～

四
割
を
占

め
て
い
た
。

ッ
ア
ー
登
山

の
ピ
ー
ク

は
七
月
中
旬
～
下
旬

で
あ

る
が
、
裾
合
平
で
開
花

す
る
高

山
植

物

の
種

数

が
ピ
ー
ク

に
な

る

の
は
八
月
上

旬

で
あ

り
、
実
は
ツ
ア
ー
登
山

と
高
山
植
物

の
開
花

ピ
ー
ク
と
は

一
致
し

て
い
な

い
。
旅
行
業
者

の
企
画

に
と

っ
て
は
航
空

券
料
金
が
大
き
な
フ

ァ
ク
タ
ー
と
な

っ
て
い
て
、

し
か
も

ツ
ア
i
登
山
者

に
人
気

が
あ

る
種

が
よ
り
た
く
さ
ん
開
花

す

る
の
が
七
月

に
な

っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
高
山
植
物

の
開
花
種

数

ピ
ー
ク
よ
り

も

わ
ず

か

に
早

い
時

期

に
ツ

ア
ー
登
山
が
集
中
し

て
い
る
の
で
あ

る
。
年

に
よ

っ
て
ツ

ア
ー
登
山

の
催
行
数

に
は
変
動
が
あ
り
、
ま
た

、

こ
こ
二

～

三
年

は
ツ

ア
ー
登

山
催
行
数

が
著

し

く
減

少

し

て

い

る
。

こ
う
し
た
年
変
動
は
認
め
ら
れ

る
が
、
融

雪
期
末
期

に
ツ
ア
ー
客
が
集
中
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、
雪

融
水
で
ぬ

か
る
ん
だ
登
山
道
を
多
く

の
人
が
歩
く

こ
と

で
登
山
道
侵

食

が
進
行
す
る
。

上
述

の
よ
う

に
、
火
山
地
形

や
周
氷
河
地
形

な
ど

の
解

説

は
、

一
般

の
ツ
ア
ー
登
山
の
企
画
対
象
と

は
な

っ
て

い

な

い
。

し
か
し
、

こ
う
し
た

「ジ
オ
」
の
解
説

を
行
う

「ジ

オ

・
ッ
ア
ー
登
山
」
を
実
施

す
る
の
で
あ
れ
ば

、
高
山
植

物

が
開
花
す

る
短
期
間

に
登
山
者
が
集
中
す

る

こ
と
を
防

い
で
、
異
な

る
時
期

に
登
山
客
を
分
散
さ

せ
る

こ
と

に
も

つ
な
が
る
。

こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
融
雪
期

に
登
山
道
を

歩

く
人
の
数
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
に
も
あ

る
程

度

は

つ
な

が
り
得

る
。

ま
た
、
目
的
地

の
分
散

に
も

つ
な
が
り
得
る

た
め
、
時
間

・
空
間

の
両
面

で
オ
ー
バ
ー

ユ
ー

ス
対
策

に

貢
献

し
得

る
。

さ
ら
に
、
地
元
ガ
イ
ド
の
雇

用

の
安
定
化

に
も
あ
る
程
度

は

つ
な
が
り
得
る
。

「あ

る
程
度

は
」
と
述

べ
た

の
は
、
多
雪

な
大
雪
山

で
は

一
般

の
登

山
者

が
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
時
期

が
短

い
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
も

っ

と
低

い
山
域

や
山
域

を
離

れ
た
地
域

で

[
ジ
オ
」
を
含
め

た
自
然
観
察

ツ
ア
ー
を
実
施
す
れ
ば
、

よ
り
長

い
時
期

に

わ
た

っ
て
ツ
ア
ー
を
分
散

さ
せ
る

こ
と
が
可
能

に
な
る
。

さ
ら

に
、
ガ
イ
ド
に
と

っ
て
は
従
来

と
は
異
な

る
新

た
な

客
層

に
ア
プ

ロ
ー
チ

で
き
る
と

い
う

メ
リ

ッ
ト
も
人

き

い
。
[
健
康
登
山
」
や

ー
ス
ト
レ
ス
解
消
登
山
」
を
行
う
大

多
数

の
既
存
層

に
加

え
て
、
新
た

に

昌
ジ
オ

・
ツ
ア
ー
登

山
」
層
が
加

わ
る

こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
四
百
名

山
登
山
」

層

は
、

一
回

の
登
頂

で
そ

の
山

へ
の
登
山

の
興
味

を
失
う

が
、
肖
ジ
オ
・
ツ
ア
ー
登
山
L

で
は
よ
り
深

い
理
解

を
目
指

し
て
、
同

一
の
山

に
何

度
で
も
登
り
た

い
と

い
う
欲
求

を

生

み
出
す

こ
と

に
つ
な
が

る
。

そ
れ

で
は
、

こ
れ
ま
で

[
ジ
オ

・
ツ
ア
ー
登
山
」

は
な

ぜ
行
わ
れ

て
こ
な
か

っ
た

の
だ
ろ
う
か
?

そ
れ
は
、
そ

の
よ
う
な
機
会
を
設
定
し
よ
う
と

い
う
案
内

・
解
説
す

る

側

の
熱
意
と
実
行
力
が
不
充
分

で
あ

っ
た
こ
と

に
尽
き

る

と
考
え

て
い
る
。今

こ
こ
で
大
雪
山

に
お
け
る
様
々
な
「
ジ

オ
」

に
関
わ
る
具
体
的
な
現
象
を
、
観
察
地
点
ま
で
想
定

し

て
列
挙
す

る
こ
と
は
容
易
だ
と
言

っ
て
も
よ

い
。

そ
れ

ら
は
、
文
献
だ
け
で
も
可
能
な
大
雪
火
山

の
地
形
や
構
造

土

の

一
般
的
な
説
明
な
ど

で
は
な
く

て
、

そ
の
場
で
目

の

前

に
広
が

る

「
ジ
オ
」

の
諸
現
象

で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

風
や
雪
や
凍
結

に
密
接

に
関
わ

る
ジ
オ

の
諸
現
象
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
ら
を
考

え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
高
山
植
物

の

多
様
な
分
布
も
生
態

の
理
解
も
深

ま
る
と

い
う

こ
と
な
ど

は
、

そ
の
格
好

の
事
象

と

い
え
る
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、

こ
の
よ
う
な

刷ジ
オ

・
ツ
ア
ー
」

を
含
め
て
初

め
て
大
雪

ア イスラ ン ド内 陸の パル サ地形 群。

撮影:平 川一 臣。
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写 真4

山

の
自
然

を
よ
り
よ
く
理
解

で
き
る
と

い
う
こ
と
が
広

が

る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な

い
。

山
楽
舎

B
E
A
R
は

二
〇
〇

四
年

に
勉
強
会
を
主
催

し

た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
北
海
道
大
学

の
大
学
院
生
を
講
師

と
し
、

パ
ー
ク
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・登
山

ガ
イ
ド

・ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
職
昌
ハな
ど
を
対
象

と
し
て
、
表
大
雪

の
火
山
地

形

お
よ
び
周
氷
河
地
形
を
テ
ー

マ
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の

で
あ

る
。

二
回

の
勉
強
会

に
計

一
八
名

の
参
加
が
あ

り
、

現
場

で
実
際

に
行
わ
れ
た
自
然
解
説

の
際

に
は
参
加
者
全

員

か
ら
熱
心
な
質
問
が
飛
び
交

っ
た
。
参
加
者
ア

ン
ケ
ー

ト

に
は

噸ぜ

ひ
ま
た
実
施

し
て
欲
し

い
」

と
の
要
望

が
寄

せ
ら

れ
て
お
り
、
大
雪
山

に
お

い
て

「ジ

オ

・
ツ
ア
ー
登

山
」
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
素
地

は
充
分

に
あ

る
と

い
え
る
。

五

「
ジ
オ

・
ツ

ア
ー

登

山
」

の
問
題

点

と
自
然
保
護
上

一
方
で
、
地
形

・
地
質

・
土
壌

の
解
説

は
、

対
象
物
が

必
ず
し
も
登
山
道

か
ら
見
え

る
場
所

に
存
在

し

て

い
な

い

点

で
、
し
ば

し
ば
困
難
を
伴
う
。

こ
れ
は
高
山

植
物
な
ど

の
解

説

に
も
あ

て
は
ま

る
が
、
〕
本
で
は
北
米

の
国
立
公

園

と
は
違

っ
て
、
登

山
道

と
は
無
関

係

に
ど

こ

に
で
も

入

っ
て
行

っ
て

{
知
的
登
山
」
を

お
こ
な
う

こ

と
は
で
き

な

い
。
筆
者

の

一
人
が
参
加
し
た
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園

で
の
ガ
イ
ド

(国
立
公
園

レ
ン
ジ

ャ
ー
)
付
き

ツ
ア
ー
で

は
、
参
加
者
が
登
山
道

か
ら
離
れ

て
歩
く

こ
と

が
あ
り
、

こ
の
際

に
高
山
植
物

へ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
韓
減
さ

せ

る
た
め

に
同
じ
場
所
を
歩

か
ず

に
、
横

一
列

に
な

っ
て
歩

く
よ
う

指
導

を
受
け

る
。

こ
う
す
る

こ
と
で
登
山
者

の
行
動
範
囲

が
広

が
り
、
地
形
、
地

質
や
、
動
植
物

に

つ
い

て
よ
り
効

果
的

に
学

ぶ
機
会

が
増

え
る
。
し
か
し
、
日
本

と
は
国
立

公
園
内

の
利
用
者
密
度

や
登
山
道

へ
の
考
え
方

が
異
な

っ

て

い
る
た
め
、
日
本

の
山
岳

国
立
公
園

で
は
、

登
山
道

か

ら
解
説
が

で
き
る
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て

い
か
ざ
る

を
得
な

い
。

大
雪
山

に
は
み
ご

と
な
構
造
土

や
パ
ル
サ
な

ど

の
周
氷

河
地
形
が
た
く
さ
ん
分
布

し
て

い
る
。
周
氷
河

地
形

の
形

成

に
は
、
地
中

の
水
分

の
移

動

や
分
布

が
大

き
く

か
か

わ

っ
て
お
り
、
登
山
者

が
構
造
土

や
パ

ル
サ
の

う
え
を
歩

く
と
、
地
表
面
付
近

の
土
砂

の

コ
ン
パ
ク
シ

ョ

ン
の
程
度

が
大
き
く
変

わ
り
、
地
中

の
水
分
分
布

に
影
響

を
与

え
て

し
ま
う
。
構
造
土

や
パ
ル
サ
な
ど
は
直
接
的

に

そ
の
形
態

を
失

っ
て
し
ま

い
得

る
の
で
あ

る
。

全
体

の
登

山
者
数

か
ら

み
る
と

わ
ず

か

で

は
あ

っ
て

も
、
小
泉
が

角知
的
登
山
」
を
提
唱
し
て
以
来

、
登
山
を

知
的
鍛
錬

の
場

と
し

て
と
ら
え
る
人
は
増

え
て

い
る
。

こ

う
し
た
登
山
者

が
増

え
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
質

の
人
が
入
山

す
る
よ
う

に
な
る
。

よ
り
多

く
の
高
山
植
物
を

み
た

い
と

か
、
写
真

に
撮

り
た

い
と

い
う
人
が
、
登
山
道
を
離

れ
て

植
物

の
踏

み

つ
け
を
行
う

こ
と
は
、
登
山
者

で
あ
れ
ば
目

に
し
た
こ
と
が
あ

る
だ
ろ
う
。

噛ジ

オ
」
の
解
説
が
充
実
し

て

旧ジ

オ

・
ツ
ア
ー
登
山
」

が
さ
か
ん
に
な
れ
ば
、

や
は

り
登
山
道
を
離

れ
て
で
も
地
形
を

み
た

い
と
い
う
登
山
者

が
増

え
る
は
ず

で
あ

る
。
「ジ

オ
・
ツ
ア
ー
登
山
」

の
プ

ロ

グ

ラ
ム
の
充
実

は
動
植
物

の
解
説

ツ
ア
ー
同
様

に
自
然

の

重
要
性
を
よ
り
多
く

の
人

に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
の
基

礎

と
な

る
。
自
然
保
護

・
保
全

に
対
す

る
登
山
者

の
レ
ベ

ル
向
上
を
も
視
野

に
入
れ
た

「
ジ
オ

・
ツ
ア
i
登
山
」
を

作

り
上
げ

る
こ
と
が
今
後

の
重
要
な
課
題

で
あ
ろ
う
。

六

お

わ

り

に

筆
者
ら

の
こ
れ
ま

で
の
経
験

か
ら
は
、
地
形

・
地
質

・

土
壌

の
多
様
性

(ジ
オ
ダ

イ
バ
ー

シ
テ

ィ
)
を
扱
う

ツ
ア
i

登
山
プ

ロ
グ

ラ

ム
を
充
実

さ

せ
る

こ
と
で
、
「
ジ
オ

・
ツ

ア
ー
登
山
」

を
継
続
的

に
実
施

で
き
る
可
能
性
が
高

い
と

い
う
感
触

を
も

っ
て

い
る
。
さ
ら

に
、
山
岳
地
域

に
限
ら

ず
、
河
川

や
湿
原
、
海
岸
な
ど
、

ど

こ
を
対
象
地
域

と
し

て
も
、
同
様

に

「ジ

オ

・
ツ
ア
i
」
が
実
施

で
き
る
だ

ろ

う
と

い
う
感
触

も
あ

る
。

㎜
ジ
オ

・
ツ
ア
ー
登
山
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
定
期
的

・
継

続
的

に
行

わ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
参
加
者

へ
直
接
的

に

[
ジ
オ
」

の
学
術
的
意
義
や
そ
の
保
護

・保
全

の
重
要
性
を

伝
え
得

る
の
み
な
ら
ず
、
ツ
ア
ー
登
山

の
時
間
的

・
空
間

的
集
中

を
緩
和

す
る
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ス
対
策
と
も
な
り
得

る
。

ま
た
、
山
岳

ガ
イ
ド
を
は
じ

め
と
し
た
地
域

の
雇
用

に
も
好
影
響
を
及

ぼ
し
得
る
。

「ジ

オ
・
ツ
ア
ー
登
山
」
は
、

地
域

の
自
然

と
文
化

の
保
護
、
地
域
経
済

に
貢
献
す

る
社
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会
的

し
く

み
を

つ
く
る
点
で
貢
献

で
き

る
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

登
山

の
場
は
人
為

的
な
影
響
を
と
く

に
強
く
受
け
や
す

い
場

で
あ
る
。
「ジ

オ
・
ッ
ア
ー
登
山
」
は
、
ジ
オ
ダ

イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
保
護

・
保
全

の
重
要
性
を
多
く

の
人

に
理
解

し

て
も
ら
う
た
め

の
有
効

な
手
段

の

一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
「
ジ
オ
・
ッ
ア
ー
登
山
」
に
参
加
す
る
人
た
ち
、

引
率

す
る
山
岳
ガ

イ
ド
、
さ
ら

に
は
旅

行
業
者

が
、

「ジ

オ

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
も

つ
意
義
を
充
分

に
理
解

す
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

文
献

井
上

明

・
遠
藤
和
雄

・
荒
川
和
子

・
水
山
栄
子

・
鈴
木
晴
江

(二
〇
〇
三
)
東
京
地
学
協
会
第
六
同
海
外
巡
検
「
ス
イ
ス
ア

ル
プ
ス
を
歩
く
」報
告
、
地
学
雑
誌
、
一
一
二
、
一
七

一

一

七
九
。

小
泉
武
栄

(
一
九
九
八
)
山
歩
き
の
自
然
学

口
本

の
山
五
〇

座
の
謎
を
解
く
、
山
と
渓
谷
社
、

一
四
二
頁
。

小
泉
武
栄

(
一
九
九
八
)
山
の
自
然
学
、
岩
波
書
店
、
二
三
二

頁
。

土
栄
拓
真

(二
〇
〇
四
)
大
雪
山
国
立
公
園

・表
大
雪
山
域
に

お
け
る
ツ
ア
ー
登
山
の
実
態
と
利
用
者
管
理
の
方
向
性
、
北

海
道
大
学
大
学
院
修
士
論
文
。

渡
辺
悌
二
・古
畑
亜
紀

(
一
九
九
八
)
大
雪
山
国
立
公
園
、
旭

岳

ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
と
姿
見
の
池
遊
歩
道

の
利
用
環
境

の
改

善
の
方
向
性
、
北
海
道
地
理
、
七
二
、

一
-

一
一
。

1:前 岳 、2:滝 ノ沢 岳 、3ガ マ 岩 、4:釣 鐘 岩 、5夕 張 岳 、6:芦 別 岳

63


